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銀行業 とい う営業形態 の特 色であ.るが,植 民地銀行 が,各 地 に 自己 の資本 を
どの程度 の比率 で分散 させ,そ れ ぞれ どの ような投 資形態 を と..ていたのかは以
公表 され てはいないD。 い きおい,わ れわれは,年 々公表 されてい る貸借対 照
表 の大 まか な数値か ら営業 の実態 を推計 す る以外の手段 を もたない.と い うこ
の種 の研究 に とって致命 的な欠 陥に悩 まされ ざるを えないの であ るが2),それ
1)theOrientalBaskCorporationの1851年12月19日の株主総会 の もようを伝 えたtheBankers'
Magazine,Vol.XI,1851,p.54,に次の ような記事 がある。「1人の株主が発言 を求 め て,the
OrientalBankCorporationが過 去1年 間 に コロンボ支店で使 用 した資 本量.お よび利 潤覆 に
ついて質問 したが,議 長の返答 は,も しこの種 の詳細 な数値 が公表 され て しまえば∫.他の競 合す
る銀行 に有利な武器 を提供す ることになってしま う,とい うものであ7た 」。
2)イ ン ドの銀 行業 を分析 した ケインズ も嘆 いている。 「為替銀行 の総預 金の うち どれだけがイギ
リスで保 有 されてい るのか,そ して,こ の ように保有 され ている預金が どの程 度1年 ない しそれ
以 上の期 間動かせないのか,ま た,ど の程度 コールない しす ぐ引 き出せ る預金 であ るのかは,わ
れわれにはわか らない。他の諸 国で銀行業が討議 され てい る場 合に しば しばそ うであ るように,
知 りうる地位 に.ある者は 語 ることがで ぎないし,語 ることので.きる者は 知 りうる地 位にない」
(ケインズ,邦 訳 『ケインズ全集 ・第1巻 ・イン ドの通貨 と金融』,東洋経済新報社 、156ページ)。
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で も,植 民地銀行 を媒 介 として植民地め幣制 を整備 する とい うイギ リスの基本
戦略 の特質 につい ては,.ある程度 のこ とを浮 き彫 りにす る ことが で.きる。 この
節 では,い くつか の指標 につ いて検討 してい くが,数 値 はtheOrientalBank
Corporationの歴年 の年 次報告か ら採 った もの である.
先 述の ように,theOrientalBankCorporationは1851年にRoyalCharter
を付与 された が,第1回 の株主 総会(1852年5月29日)での説 明 では次 の8点
がCharter条項 にな って.いた とい う。(1)株主の責任 は各 自の払い込み額の2
倍 を限度 とす る。②不 良貸 し付 け分 を資産 に編入 してはな らない。 自己 資本 を
とり崩 して配 当金 にまわ しては な らない。③払 い込み資本 総額 の3分 の1に 達
す る損失 を計上 した ときには銀行 を解散 す ることがで きる。④年 々3人 ず つ理
事 は交替す るこ と、(5)記帳 は確実 に し,毎 月営業報告 を大蔵省 に報告 し,そ の
指示 を受けなければな らな い。⑥ 営業 内容は銀行業務,為 替取 り組 み,預 金,
送 金に限定 され,家 屋,層土 地,船 舶,そ の他 の不動産 を担保 とした融資 を行 な
ってはな らない。 また,商 品の 自己取 り引 きを行 なっては な らない。(7)各植民
地 において,発 券高 の3分 の1に 相 当す る正 貨準 備 を もたねば ならない。 発券
高 と正貨準備高 とは公表 しなけれ ば ならない。⑧ 準備積 立金 を もたねば な らな
い一theOrientalBankCorporationでは 払 い込 み 資本額 の20%を 自主 的
に積立 て るこ とにす る(theBankers'Magazine,%乙Xπ,1852,p.371,参照)。
L
表3・2はtheOrientalBankCorporationの資本金 と総負債 に占める資
本金額 の比率 を示 した ものである。 この比率が小 さくなる ことは,外 部資金 に
対 す る自己資本の減退 を意味 し,そ れだけ銀行 の安全性が損われ る ことにな る
が,他 方で競争 と拡張費 との増大に もかかわ らず,高 率 の配 当を維持す る可能
性 を大 き くす るこ とにな る,言 い換 えれば,.使用総資金(一 総負債)で 同率 の
利 潤は,資 本/総 負債 の比 率が低 いほ ど資本金に対 す る配当は高 くな るので,
銀行 の収益 性を示 す指標 にな る,と も考 え られ る。 ここでバ ラ ンス ・シー トに
おける負債項 目を示 す と,銀 行券,支 払い手形,他 銀行 か らの借 り入 れ,預
金(当 座,定 期)がTotalduetothepublicとして表現 され,払 い込み資
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表3・2theOrientalBankCorporationの 資 本 金,総 負 債,
自 己 資 本/総 負 債 百 分 率
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(出所)'舵B僻 ん67ず八面g8τ珈o,Vb～.X17,1952一,V1.XL177,1883,より算 出 。
本 金,準 備槙 立金,利 益金 が.duetoshareholderとして計上 され てお り・
この両者 の負債合計が総負債 とな るものであ る。.つま り,資 本金 に対 して総 員
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債が増加す る とい.うこ とは,発 券高 の増大,為 替手形取 り組 みの積極化,あ る
いは また預金 の増大,を 意味す るので,銀 行活動が総体 として活発化 した こと
¢)指標であ る,と みな して もよい.1$51年よ り1882年までの歴年 の数値か ら判
断す るか ぎ り,こ の資本/総 負債比率は確実 に低下す る傾 向を示 してお り,こ
れは,数 値の低 下が反転す る1874年までこの銀行 の発展が順調 に進行 していた
ことを物 語 るものであ る。1875年以降,こ の数値が上昇に転 じた のは,コ ーヒ
ー ・プ ランテー シ ョンの不況 と銀価下落に よる為替取 り組み意欲 の急激 な減退
.にあ?た ことは言 うまで もない。 ヤ グフェが計算 した1879年のイ ギ リスの諸畢
.行 の平均値12.1%と.比較 して も植 民地銀行の営業の活発 さが理解で きるだ ろ
う(E..ヤッフェ,三輪悌三訳rイ ギリスの銀行制度』,日本評論社,1965年,332ペー
ジ,参照)。.'
もちろん,資 本金/総 負債比率の低下は銀行の活発化の指標 である反面,そ
れ だけ外 部資金に対 す る準備が低下 した ことを示す ものに他 ならず,営 業 の安
全 性を確保 しよ うと思え ば,.第一線 準備であ る現金お よび短期貸 し付け の充実
を他方 で図 らねばな らな くな る。 そ こで,銀 行の安全性の指標 を求めてみ よう。
総 資産 に占め る 「正貨 お よび地 金」,「他行へ の短期貸 し」,「他行券」 の3項
目の合計 がいわゆ る第一線準備 に相 当す る とみな しうる。 表3・3は 表3・2
と同 じく歴年 の数 値であ る。
この数値 が負債 に対 す る第一線 準備 とtheOrientalRankCorporation自
体 も考 えていた さ.との証左は,1870年の定 例株 主総 会(4.月21日)に おけ る
Dr,Thom(株主 の1人 で あった と思われ る)と の質疑 に見 出され る。
(Dr.'Thom)「われわれは,手 元 に大量 に使用 で きる資金 を保有 してい る。
これ は,も っと良好 に使用 で きるはず の ものであ るのに,さ しあ灯 っては不 生
産的 な ものにな って しま ってい る。 た とえば,正 貨 と地 金の形態で3,490,6151.
保有 している。 しか し,こ れについ てはCharter条項 によ り,わ れわれば発
券高 の3分 の1の 正貨 を常時保有 しておれば よいζ とにな ってい る。 われわれ
の発券高は514,9341.だか ら,そ の3分 の1と は171ゆ001.でよいはず である。
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表3・3総 負 債 に 対 す る 第 一 線 準 備 の 比 率(%)
(5)5
年.末 ・85・倒 冊 魍 駈 同 訓 駆 胸 髄
比 率 …1・9・ …1…1・ ・・ …1・ …1・ ・2.1…1…
刷 陣 鴨 「 副 司 価 副 用 刺 刺 ・・
・9・ ・8…6・22・ ・レ …i・ … い ・・副 ・・。 ・・.9一
犯 冊 ワ・ 伺 偽 ワ・1・㎎ レ四 則 旭・陣
・7・62・ …4・6・5・6・6・ ・ ト ・…1…1…1…61・ …
(出所)表3・2と 同 じ。
(注)こ こで 第一線 準備 とは'coinandbullion,"balanceduefromotherbanks','Promis.'
sorynotesorbillsofotherbanks,を指す。
に もか か わ らず,わ れ わ れ は 正 貨 お よ び 地 金 の 形 態 で3,490,0001.程度 を 保 有
し て い る の で あ る。 さ ら に,わ れ わ れ は,他 銀 行 宛 の債 権 を688,1071.およ び
他 銀 行 券 と手 形 を12,0551.保有 し て い る 。 し た が っ て,こ の 不 生 産 的 な,す
ぐ に 使 用 で き る 資 金 は 合 計4,190,7781.とな る 。 と こ ろ で,わ れ わ れ は 政 府 証.
券 に1,143,4111.投資 し て い る 。 こ の4,190,7781・を 銀 行 の 金 庫 に 不 生 産 的 な
ま ま 眠 らせ て お く よ り も,そ の 一 定 部 分 を 同 じ よ う な 方 法 で 投 資 で き な か っ た
の だ ろ うか 。 そ うす れ.ば,利 子 だ け で も年 率3,な い し4.5%は 稼 げ た は ず で あ
.る(違 う!と の ヤ ジ)」@8β α威8'5'磁gα認'昭,Vol.XXX,1870.P・479)。
これ に 対 す る 銀 行 側 の 説 明 は,.準 備 は 慎 重 に も た ね ば な ら な い こ と を 強 調 し
た あ と,㌧
「理 事 会 は,わ れ わ れ の 海 外 支 店 が 充 分 な量 の 正 貨 と地 金 を 保 有 し て,生 じ
る か も知 れ な い 緊 急 事 態 に 対 処 で き る よ う に し て お く こ とが 極 め て 重 要 だ と考
え て い る。 皆 様 も 周 知 の よ う に,イ ン ドに お け る 金 利 は こ れ ま で に な く低 く,
為 替 相 場 も 低 か っ た 。 わ れ わ れ の 利 潤 が 大 き く な か っ た の は こ の た め で あ る」,
とい う もの で あ っ た 。 実 際 に,銀 行 の 第 一 線 準 備 は こ の 総 会 で 非 難 り 出 た 年
.(1869年の バ ラ ン ス ・ シ ー ト)の21.9%はtheOrientelBankCorporation
の33年 間 の 生 涯 で は 決 し て 高 く な く,通 常,20～30%の 高 率 で 推 移 し た と い う
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ことは,こ の種の植民地銀行の営業活動がいかに慎重 な ものであったか,を 示
す もので ある。 銀価下落の激 しくなった1870年代後半以降,.植民地銀行一般
の経 営は 極 めて 困難な 立場 に追 い込 まれ.るこ とになったが,こ の頃 よ りthe
OrientalBankCorporationの第一線 準備率 も極端 に低 くなって きていた こ
とは,、銀 行の初期 の健 全性 を逆 に表 現す るもので あろ う。
この慎 重 さ,と い うことがイギ リス系 植民地銀 行の最大 の特 徴で ある。 「か
'
れ らの業務 は時代 が経 過 して もほ とん ど同一 であ った。かれ らは決 して進出直
後に乗 り出 した業 務の狭い領域 を超 えようとは しなか った」(Gunasekera,冊㎜
Dependent(,'ecirencytoCentralBankinginCeylon,1962,PP.41～42>oわが国 に
おけ る列 強の諸植 民地 銀行 に関す る先駆 的な調査 研究書,朝 鮮銀行調査 室r海.
外銀 行一斑』,に おいて も香港上海銀行 についての次 の ような記述 を見出す。
「創立 第一年末 二於 ケル貸出金… ヲ基 点 トシテ観察 スル ニ同 行ノ.貸出金　…
1907年二於 テ始 メテ30倍以 上二達 シ…昨年 二於 テハ45倍ヲ示 シタル ヲ見 ルヘ シ
今是 レブ…預金 ノ増加 割合97倍二対此 人ル トキハ貸出 ノ増 加力預金 ノ増 加二化
シ極 メテ遅 々タルモノアル フ知 ルヘ シ是 レ一面 二於 テ・・香港上 海銀 行ノ営業 方
針 力如何 二堅実 ナルカ ヲ示 スモ ノニ シテ同行 　年 々激増 セル預 金額 　之 レヲ貸
出金 トシテ放 出スルモノ割合 二少 ク其一 部分 ヲ手 許仕払準 備ノ増殖 二努 メツ ・
アル ・・現金手許在高 …力創立第一年末 ノ…即 チ約80倍二膨脹 シタル コ トニヨ リ
之 ヲ証 明スル コ トヲ得 ヘシ」(同書,370ペー ジ,新体字に表記を修正)3>。
この種 の慎重 さは,と くに発 券業務 の慎重 さにおいて とくに顕著 であ った。
発券高の3分 の1の 正貨準備 を要す る,と い う,1846年の植民地銀行規制条項
の第16項の末尾 に追加 され た条項は,今 日の常識的観点か らすれば,極 めて厳








「とウわけ1846年の条項は,植 民地 の銀行 の発券限度 を 〈資本金 と同額 を超
えない 〉 もの と定 め,か つ.〈つね に 発券残高の3分 の1に 等 しい正貨準備(a
reserveofspecie)を保有す る こ と〉 を義 務 づ けた もので,ピ ール 銀 行法
(1844年)と同 じ観 点か ら,〈 国 内均 衡〉(資 本蓄 積→ 景気 後退 の回避)に 対
して 〈国際均衡 〉(為 替 安定→ 国際収 支の均衡)を 強調す る立場 にた ち,後 進
諸 地域 が為 替安 定 を犠牲 に して 自主的 な国 内開発政 策 を遂行 してい く余地 を決
定 的にせばめ る もの であった」(同氏 「低開発(=植 民地)型 金融講造の基本性格」,
大塚久雄編 『後進資本主義の展開過程』,アジア経済調査研究双書,1973年,290-1ペ
ージ),と い う叙述 のあ と,「 イ ギ リス 本国におけ る古典 的金融制度 の形成期
は,同 時 に,植 民地型金融構造 の型 が鋳 がため られていた時期 なので あった」
(同書293ペー ジ),「まさに この植 民地 ・為替銀行の設置 と同時に,そ れ ら く植
民地 銀行の営業 の枠組 〉が,厳 格な通貨学派(→ ピ」・畷 行法)の 原理 に もと
づいて定め られたので あった。発券規模 を資本金額 で限定 し,3分 の1の 正貨
準備 を義務づけ る前記 の植民地銀行規制令が,こ のよ うな意味 での く同僚均衡
優先 〉の枠組一 そ の第1段 階一 を代表す るものにほか な らない」(同書,293ペー
ジ),と結論 され る。
おそ らく,氏 の この結論 は,3分 の1正 貨準備 とい う字句だ けに憤慨す る常
識的 な代表的 見解 であ ろう。3分 の1の 正貨準備規定が なぜ国際均衡優先 にな
るのか の論証がない こ と,に ついて今は講 じない でお;う 。 しか し,少 な くと
も問題に され るべ きは,氏 がセイ ロ ンの金融制度 の従属的構造 の事実 を指摘 し
よう との先入観に とらわれ て,信 用制度 の充分発達 したイ ギ リスの金融 制度 の
規定が,植 民地に適用 され る とき,た だ その事実 を もって,植 民地 の金 融構 造
の型が鋳がた められた,国 際均衡優先 の厳格 な規 定である;と 断 じるその論 陣
にお ける性急 さである。事実は逆 であ った。 金融 制度 ・通 貨制 度が整備 されて
いず,絶 えず金銀比価 の変 動 とい う危険 性に曝 されていた植民地において,発
券残 高の3分 の1程 度 の正 貨準 備では,国 内 に安 定的 な通貨供 給 な どで きる も
のではなか った。 いわんや,本 国 と同質 の金本位制 を植民地に も適用 し,も つ
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て 「諸外 国を も漸次 国際金本位制へ と強制す る布石 を行 なうもの」(同書,291
ページ,傍点は原文のまま)と か,「 対芙従属 的な モノカルチ ュア型産業構造 の
骨 格は,.…あのピール銀行法 を ピボ ッ ト幽とす る国際金融 の メカ ニズ ムを背景 に
っ.くりだ された もので あった」(同書,293ペー ジ),な どとは とて も言 えた もの
でぽなか ったのであ る。信 用の未発達かつ幣制 の混乱が続 く植民地 におい て,
3分 の1の 正貨準備 をはず した銀行券発行政策ははた して可能 であ った ろ うか。
氏 のよ うな論証 の仕方 では,植 民地 を従属 化 させたいイギ リス資本が,自 国 と
同 じ金融制度 を植民地 に押 しつけた,た とえば,発 券規定,た とえば融資規定
…etc.と2,3の 事例 を列挙 し,か くして,植 民地 は従属的金融構造 にな った,
とい うよ うに,予 断がそ のまま結論 にな って しま うであろ う。 む しろ,イ ギ リ
ス資本側の主観的願望が ス トレー トには実現 しなか ったに もかかわ らず,世 界
市 場的拡が りで展開 しなければ ならなか ったイ ギ リス資本は,各 地 で遭遇す る
異 質な経 済 との角逐 ・妥協 を通 じて 自らの展開舞台 を変質 させっっ,植 民地 に
吸着 してい った,と い う過程 の論理の追求 こそが世界市場論 を論 じる必須 の手
続 きでなけれ ばな らないのであ る。植 民地 の金融構 造は確かに偏倚 的な,従 属
的 な ものにな って しま った。 しか し,従 属 を志 向す る本 国側の主観の帰結 では
な く,外 部か ら資本主義が進入 して くる植民地側 の反応 とそれ を克服 しようと
す る本 国側 の営為 との角逐 の中か ら,そ の偏倚性 は生 じて くるのである。 この
点 を看過 しては,世 界市場論は単 なる政 治的過程 の叙 述 に終 る しか ないのであ
る。
.1870年度の株主総会 で,株 主 の1人Dr.Thomよ りtheOrientalBank
Corporationの保有 す る正貨 がCharter条項で定め られた発券残 高 の3分 の
1を大幅 に上廻 る9倍 に達 してい るとの非難 が出た ことか らも明 らか なように,.
他 の植民地銀 行 と同 じく,theOrientalBankCorporationの正 貨保 有は,
Charter条項 の制約条件 よ りは るか に厳格 な正貨準備 を 自己に課す るものであ
った。表3・4は この銀行 の発券残高,正 貨準備高.正 貨準備 高/発 券残高,
に関す る歴年 の数値で ある。 ・
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表3・4theOrientalRankCorporationの発 券残 高.正 貨 準 備 高,
正 貨 準 備 高/発 券 残 高 比 率(倍 数)(単 位 ポ ン ド).
年 末1 1851 '52 ,53 ・解.1 ,55
発 券 残 高 ・・,891 ・・β・gl 76,380 ・・7,255 233253
正 貨 準 備 額1 250,7271,115,866…,・2・1 …4・,529 1,561,546
準 備 の 倍 率 4.8 ・7・・1 ・2・1 …1 6.7
,56 …1 ,58 ・59 …i ・6・1 '62
358,366 ・4・.22・1645,・8・1729,956 745,006・…86・1 664,859
2,216,641・,・・3馴 2,553,0931,889,900・溺 ・,・・21 3,432,5703,611,345
6.2 …1 4.0 .・・酬 ・・1 ・.B 5.4
,63 '64 ,65 '66 ,67 ,68 ,69
662,277 一1 6422・2.1473,581 500,675 ・・9,589 514,934
・,959.・3411-1・,335,・821・⑳ ・,・・31 4,287,7053,397,8543,490,615
…i 1 …1 7.0 …1 6.5 6.8
・・1 ワ・1 ,72 ・・1 ・列 ・ 51 '76
4794・i 666艇・1 一1 ・・7溺・1 ・・5.7ユ31・・4,569[775・$24
4,101,044・,・48,・49 ■ ・餌 ・,・3・1・ρ・・.・361・,…,・3812,418,488
8.6 …1 [ …1 ・・5[ …1 3.1
・7州 ・81 ・7gi …[ ,81 ,82
713,372 776,321 663759P ・02.20・1645,541 735,527
・其・9,321 ・ユ・・」・・1 ・.臼49ユ6・1・,439翅・1 ・,226.・4・1949,382
・・1 2.8 …i …1. …1 1.3
(出所)theBankers'Magazine,1852～1883,各号 よ り算 出 。
この表3・4で 見 る限 り,3分 の1準 備 という規定 は,銀 行行ゆ に とりほ と
ん ど意味 をもっていなか った こ とが解 る。支払い停止寸前 め1882年です ら,正
〆
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貨準備 高は発券残 高の1.3倍もあった こ とを見て もこのこ とは 明 らかであ ろう。
1851年か ら1860年までの発券残高 は急増 して,1860年は51年の14.4倍に達 して
いた。そ の後,60年代 を通 じて下降線 をた どった あ と,70年代 には1860年の ピ
ークの水 準 で高位 安定 を示 してい るが,こ の銀行 の活動期 間 の33年間 を通 じて
一度 も払 い込 み資 本額 の限 度に発券残 高が達 してい なか った ことは注 目されて
よい(1846年の条項 の第16項,参照)。紙 幣に対す る大 衆の習熟 度 と銀行 への信
頼度 とが 銀行 券の発行残 高を規定 す る最終 因子であ るが,theOrientalBank
Coporationの主要 な舞台 である セイ ロ ンでは紙幣 とは 銀行券 のみで,し か も
寡 占的地位 にあ った事情 に もかかわ らず,流 通す る鋳 貨を 自らの銀 行券 で完 全
に代替 で きたわけ では なか った。為替業務 を主要業務 とす るこの種 の植 民地銀
行に とっては,銀 行券発行 よ りも,為 替取 り組み の保証 として正貨 を保有 して
お く志向 の方が強か ったで あろ うし,銀 圏 とい う本国 の金本位制の通貨圏 と異
なる経 済圏におけ る貿易金融 とは,常 に正貨 の迅速 な移動能力 の如何に左右 さ
れていたか らであ る。
くだん の株 主の1人Dr.Thomは 依 然 として,銀 行 のこの慎重 さに不満 を
表 明 し続 けてい1,:.
「私 には次 の二点が心 に引掛 っている。 第1は,利 子 を生ま ない銀行券流通
残高が660,0001.,…とい う点 であ る。 われわれはCharterによ り資 本金限
度 い っぱ いまで発券す る権利 を もってい る。 この額 は150万1.である。 それ
ゆ え,こ れは,わ れわれ のCharterを遵守 しっっ もわれわれ はなお ク レジ ッ
トを もっ ことを意味 してい る……。 もし提供 され るなら,150万1.の銀行券が
流 通 しうるで あろ うこ とを私は信 じてい る…。 さて,第2点 は これ よ りもっ と
重要な点であ る。 われわれはCharter条項に よ り…,発 券残高の3分 の1の
正貨準備 を もたねばな らない ことにな ってい る。 ところが,わ れわれの正貨準
備 は,…3分 の1で はな く9倍 近 くもあ る。 あえて言 うが,こ の地球 上のいか
なる地域 のいか なる銀行 に もこのよ うな準備 は比類 を見 ないほ ど驚異 的な もの
である。 …私は数年来,こ の席 でわれわれは豊かす ぎ,の んび りしす ぎ,多 く
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の資金 をもちす ぎる と不 平を言 って きた。 … ところが この場所のいた る ところ
が ら,〈ノー 〉 とい う答 え しか返 って こなか った のであ る」(theBanker・∫'Maga-
gゴノτρ,▽b♂.XXXIノ,1872,PP.425～6)o
この株主 の不満に もかかわ らず,銀 行 の正貨準備 は依然 として強化 され,安
全性に対す る銀行 の配慮 も依然 として不変 であ った。1882年の株主総会 におけ
る理事会側 の説 明は この点 を強調 してい る。
「バ ランス ・シー トの資産 側 をご賢 いただ きたい。.正貨お よび地金の項 の数
値 が.949,3821,Is.8d.とな っている ことにお気づ きで し ょう。 これは大変 な
額 です。 しか し,.これは,移 動中 ない しは,わ れわれ の39ある支店 と代理店 の
金 庫に ある地金お よび現金 の総額 を表わ しています。かつ て この巨額 の資金が
不生産的 に 眠 らされてい るとして 不服 が出 され た ことが あ るが,し か し,決
してそ うではあ りませ ん。一部 はわれわれの銀 行券発 行残 高に対 す る準備 とし
て当て られてお り,支 店 お よび代理店 間にた また ま移動中の もの を除いた残 り
は,多 かれ少なかれ,経 常的な顧 客の要求に対処す るた めに,そ れ ぞれ の支店
と代理店 とで必要 とされ るものです」(theBankers'Magazine,Vol.X:L盟,1883,
P.526)。
以上見 てきた よ うに,theOrientalBankC・rporationを代表 とす るアジ
アの植民地銀行 の経営態度 は極 めて慎重 であ った し,ア ジア とい う信 用制度の
未発達 な地域 の主 として為替 手形の売買を遂行すべ く,大 量の正貨準備 を保有
しよ うとする方針 は,何 ら冒険主義 とい う非難 を受け るいわれは なか った。 し
か し,総 資産 ・総負債 レベルにおけ る慎重 さが,必 ず しも,ロ ソ ドソか ら資金
を調達 してそれ をアジアに流す とい う営業形態 の安全性 を指 し示 さない ところ
に,ア ジア とい うヨーロ ッパ とは異 な った金融制度 の特質が浮か び上 って くる
のである。そ もそ も,発 券高 の準備 とい う視点 のみでは,短 期 負債 に対 す る資
産 の安全性 に対す る指標 には な らない うえに,ア ジ アの地 に あって銀 行券 はセ
イ ・ソを除 けば,そ れほ ど重要 な位置 にあ ったわ けではない。前節 の ケイ ンズ
の言葉 に もあるよ うに,両 地域 にまたが って営業す る金融組織 は,ロ ン ドンと
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アジアのそれぞれの地域 に債権 と債務 との関 係 を見 てみ る と,決 し.て安全 では
なか った。 た とえ,ア ジ アの債権 が焦 げ付 いて,取 り付 けが生 じて も,す ぐさ
ま ロン ドンか ら資金 を取 り寄 せれば よい,と い うのが銀行側 の態 度で あったが,
しか し,ア ジアで焦 げ付 きを出す ことは,ロ ン ドンにおけ る預 金引 き出し圧力
が強 まるこ とであった し,イ ン ド為替手形 の不渡 りは多 くの場 合,ロ ソドソ金
融市場 を混乱 さ.せるのであ った。つ ま り,ロ ン ドンか ら調達 した短期 の借 り入
れ金は,好 む と好 まざる とを問わず,ア ジ アの為替手形 の比較的長期 の投資物
件 に固定 されていた。優 良な投 資先 とは為替手形以外に なか ったか らである。
.しか も,ロ ンドンの自行本店宛 の手形 をアジアの輸入商 に売 りつける操作が頻
繁 になるにつれ て,こ の種 の危険性は いっそ う高 まるのである。総 じてアジア
の為替 銀行は,短 期 の流 動資産が少 なす ぎた。 なるほ ど,発 券高 の3分 の1と
い う規定 を基準 とすれば,す でに検討 したよ うに大幅の正 貨準備 をもってい る
ものの,イ ン ドにおける貸付金,ロ ン ドンで取 り組 まれたイ ンド宛 の貿易手形
(残念 なが らi貿 易手形 の どれ だけが μン ドン側 の資産 であ るか,,インド側 の.
資産 であるかは解 っていない)に 対す るイ ン ドにおける短期流動資産 は決 して
大 き くは なか った のである(ケ インズ,前 掲書,158-60ページ,参照)。 因みに,
もっとも標準 的な数値 を示 した1859年のtheOrientalBankCorporationの
バ ランス ・シー トを表3・5に 表示 してお こう。
預 金 の内訳 および現金準備 の内訳 は全 く公 表 されていないために,'どの程 度
のル ピー準備,な い しはす ぐ回収 で きる短期債権 が どの程 度あ ったのか は不 分
明の ままであるが,仮 に,② と⑳ の項 目の半 分が イ ン ドで投資 され た もの とし
て も,今 日的意味 にお ける現金準備率は決 して高 くは なか った であろ うと推 測
され る。 いわんや,前 節でみた よ うなアジアの支店に おけ る慢性的 なル ピー不
、足 を考慮 に入れる とき,地 理 的空間 を超越 した この種 のバ ラ.ンス ・シー トでは,
保有正貨 の どれ だけが各支店 にバ ランス よ く配 置 されていたかは全 く解 らな い。
逆 に表現すれば,バ ランス ・シー.トに見 うれ る植民地銀行 の慎重 さとは,ロ ン
ドンの賢金 をアジアに流 して,ア ジアで営業す る ことが それ ほ ど危険 であ った
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⑬ 小 計(株 主 に対 す る負 債)1,732,452

















㈱ 計 資産総額 11,540,174
(出所)theBankers'潮㍑gα葛'πげ,Vb～.XX,1860,p,370.
こ とを意味 しているのであろ う。安全 な.コー ル ・マネー市場 はおろか,割 引市
場 も存在せず,い わ んや 「最後 の貸 し手」 である中央銀行 な どの究極 め保証 な
どが ない もとでは∫ アジアの現地 に現金準備 を大量 に保有す る手段,安 全 な 召
一ルへの放出 を行 なうとい ったそ の運用手段 な どは皆無 であった のである藍)。
VII支 払 い 停 止
以 上の理路 は,銀 価 下落 時の悲惨 さを語 ることに よ り明確 になるだ ろ う(銀
価下落時 の植民地銀行 の行 動については別稿 で詳 論)。.銀価下 落は1866年にそ
の兆 しが見 え,1872年以降急速 に進行 した ものであ る。1872年の1R.一22.75d.
か ら1884年の1R.一19.31d・へ のル ピー値下が りの激 しさは,植 民地銀行 の息
4)植 民地銀行 自身がclearinghouseとしての機能 を もち,植 民地政府 への貸 し手であ った.短
期資金 の運用先 は主 と して政府公債 をは じめ とす る地 方政府 の公債 を保有 す ることで あ っ た が
(これ 竜半 ば強制 的に),このほ とん どほ銀価建てで あった ため に,逆に損失 を計上す る要 因 とな
った。R.」.Truptil,BritishBanksandtheLondonMoneyMarket,1936,PP..171-2,参照 。
14(14)r第122巻 第1・2.号
の根 を とめてしま った5)。先 に も指摘 した よ うに,植 民地銀行 の預金 と資本金
の ほ とん どはス ター リングか らな っていた こと,し か も,ア ジアにお ける準備
金 の多 くば イ ン ド政府証券 に投資 されていたので,ア ジ アに ロン ドンの資金 を
投 資すればす るほ ど,ス ター リング建 ての利益 は減 少 し,損 失 を計上 する よう
な構造 であった ことが(Gunasekera,OP.6払,PP.28～9,参照)銀 価下落 の抵抗 力
,を保持 しえ なか った究極 の理 由で あろ う。1878年までは,為 替下落 の危険性 に
対処す るための特別準備金 は着実 に積 み立 てられてはいた ものの,そ れ以降大
幅 に取 り崩 され るよ うにな り,も っとも多額 の準備金 を備 えねば ならなくなっ
た まさにそ の瞬間 に,積 み立 てる能 力 をtheOrientalBankCorporationは
喪 失 して しまったので ある(表3・6)。 さ らに表3・7で 明 らか な よ う に,
















































表3・7theOrientalBankC・rporationの 配 当 率 の 推 移(半 年 分)








% ・6・4い5・9・ ・ …2・ ・ 5 4 0
(出所)theBankers'Magazine,各年 号,よ り。
5)ア ジ ア の銀 行 家D.MacleanのtheRoyalCommissionanGoldandSilver,1888にお け
る証 言 に よれ ぽ.「 わ れ わ れ は も うそ の 日暮 ら しで あ る」(Q .5041andAm.,)。 同 様 の証 言
がJ.K.Bythellに よ って もな さ れ て い る(Ω.1905andAnswer)。
Th.OrientalBankCorporation,1851-84年(下).(15)15
に 銀 価 下 落 と歩 調 を 共 に した もの で あ った と言 え る 。 つ い に1883年に は 資 本 金
の 半 分 を セ イ ロ ン等 の 損 失 カ バ ー に ま わ す た め に.減資 し た が,も は や 取 り付 け
を 防 ぐ こ と は で き な か っ た(ReportofAnnualGeneralMeeting,24Apエil1884)。
ス タ ー リ ン グ建 て で ア ジ ア に 進 出 し た 植 民 地 銀 行 の 多 くが 銀 価 下 落 時 に は 破 産
し,銀 価 建 て の 植 民 地 銀 行 の 多 く は こ の 時 期 に 生 き 残 り え た7),と い う 背 景 に
は,ス タ ー リ ン グ預 金 は 銀 価 下 落 と と.もに ひ き あ げ ら れ た が,銀 建 て で 設 立 し
え た 銀 行 の み が,銀 圏 の テ リ ト リ ー 内 に 活 動 を 限 定 で き,し た が って,預 金 量
の 減 少 を最 小 限 に 防 ぎ え た,と い う 事 情 が 存 在 して い る 。
慎 重 な経 営 を 誇 り,株 主 の 非 難 に も屈 せ ず に 正 貨 保 有 に 努 め は した も の の,
ロ ソ ド ソの 資 金 を ア ジ ア に 流 す こ と に よ っ て 貿 易 金 融 を 営 む 営 業 形 態 で は,銀
価 下 落 の 猛 威 め 前 に は ひ とた ま り も な か っ た こ とが,こ れ ら の 表 の 数 値 か ら,
わ れ わ れ は 理 解 で き る の で あ る。 こ こ に 院 「ア ジ ア の 為 替 と は 銀 で あ り,銀 こ
そ ア ジ ア の 為 替 そ の も の な の で あ る」 と発 言 し たD.Macleanお よ びSpalding
の 言葉 の 重 さが 生 き て く る。 銀 価 下 落 が 植 民 地 銀 行 の脆 弱 性 を一 挙 に 顕 在 化 さ
せ た の で あ る が,こ の 脆 弱 性 は,為 替 相 場 の 相 対 的 安 定 期 に は 確 か に 潜 在 的 な.
も の で し か な か っ た 。 とは 言 え,ス タ ー リ ン グ→ ル ピ ー へ の 転 換 の.メカ ニ ズ ム
の 中 で こ の 脆 弱 性 は 確 実 に 創 り 出 さ れ て きた も の で あ る 。
さ て,ア ジ ア に お け る 植 民 地 銀 行 の 活 動 が 円 滑 に 進 行 す る た め に は,買 い 持
ち の 状 態 に あ る ス タ ー リ ン グ手 形 を い か に 迅 速 に,し か も安 価 に ル ピ ー 貨 を は
じ め とす る ア ジ ア の 銀 貨 に 転 換 で き る の か に か か っ て い る,と い っ こ と に つ い
て は 第V節 で 叙 述 し た 通 り で あ る。1862年以 降,イ ン ド省 手 形 の ロ ン ドン に お
け る購 入 が そ の 転 換 の も っ と.も重 要 な 媒 介 環 で あ っ た こ と も す で に 見 た 。 し か
6)表3・6に も表示 したが,1877年には500,000乙の準 備金の うち,175.0001.を10%の配 当維持
のた め取 り崩 された。 さらに翌年 のエ878年には残 りの325,000ムの中か ら.銀価下落 に よる損失
金 として187,5671.を取 り崩 し,こ れ に加 えて,チ リ政府債 の損失 金114,5001.を取 り崩 さねば.
な らなか った。theBankers'Magazine,1877.エ878.⊥879各年号,よ り。
7)銀 価下落 を契 機 として,ス ター リング建てのバ ランス ・シー ト方式 を採 る植 民地銀 行は苦境に
追 い込まれたが,theHongKong&ShanghaiBankingCorporatio皿とかイン ドの3つ の管
区銀行 とかは銀価建 てであった関係上,こ の時期 に飛 躍的に業 務 を伸長 させて いる。Truptil.帥.
虚.,p.ユ69,および,D.S.Sav㎞.,jointStockBankinginIndia,1938,pp.22～33,参照 。
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し,ア ジアの現地預金 を含む現地資金 でアジアの為替 を取 り組 むのではな く,
ひ とまず ロ ソ ドソに資金 を還元 して,ス ター リング手形 の売却→ イ ン ド省 手形
→ ル ピー補 充→ アジアの為替買い取 り,と いうプ ロセスを繰 り返 すか ぎり,ル
ピー貨 は常 にス ター リング手形の売却 で補充 されねば な らないこ とになる。 し
か も,セ イ ロンの場 合には,ロ ン ドン宛手形 を買い取 るためめル ピー資金 だけ
ではな く,対 イ ン ド収支赤 字を決 済す るためのル ピー資金が これ に加わ る8)。
thewheelofexchanges→si㎜ltaneousoperations→イ ン ド省手形 →the..
BankofMadrasとの取 り引 き,と い うル ピー資 金調 達手 段の発達に よ り,
ル ピー貨輸送 の コス トは大幅 に削減 されは した ものの,依 然 として ロン ドン金
融市場 を通 して しか現地通貨 を調達す る方法は なか った,と い うこの1点 が植
民地 銀行の最 大 のネ ック となって いた こ とに変お りはない.
この点 について もケイ ンズ の指摘が ある。 た とえ,迅 速に転換が実現 した と
して も,ロ ンドンとイ γ ドの ような遠 隔の地 の送 金費用は,ど ん なに少 な く見
積 って も0.6%であ り,そ れに為替(送 金)の 損失 を3ク.月で 償わねば な らな
い とすれば,Pン ドソの利益 と比 べて年 当 りほぼ2.5%の余 分の利益 がイ ンド
で稼得 され なければ ならないであろ う。 しか し,イ ン ドで貨幣 を高利 率で使用
で きる期間は1年 を通 じてそれほ ど長 くは ない。 イ ン ドの利率 は春先 に8%に
達 し,夏 には3%に 落 ちる,と い う事実 をケイ ンズは あげ て,ロ ン ドンか らイ
ン ドに資金 を流 し,も って高利 率 を獲得す るよ うな取 り引 きはほ とん ど不可能
である ことを指摘 している。 イ ン ドで もっ とも高利 率で使用で きるiか 月間だ
け資金 の移転 を 図 ろうとすれば,ロ ン ドン とイ ン ドとの 利 率格差は5%(年
率)・に達 しなければ ならない}と 言 うのである(ケ インズ,前掲書,180-1ペー








れの扱 う局面の1870年代に適用す ること.は,無茶 な アナ ロジーであ る。 しか し,1
「(為替銀 行が)ル ピー表示 で借 り入れ,ル ピー表示 で返済 され る」(同書,186
ページ)よ うにすれば,為 替危険は除外 され る し,為 替損失 を償 うために銀行
が無理 な投機的行動 に走 る とい うよ うな ことを抑制す る ことが で きる,と い う
.ケイ ンズの主張 と,そ の論拠 にあげた為替銀行 の脆弱性 につ いては,わ れわれ
の扱 う局面 に もそのまま適用 で きるであろ う9)。「一般 に,イ ン ドの政府余剰
資金は現在 では ロン』ドンでイ ン ド省手形 を売 るこ とによ ってのみ放 出され る」
が,「 もしイ ン ドの資金がイ ン ド省手形 の換金 によ り放 出され る代わ りに直接
イ ン ドで貸 し付 けられ るならば」,す なわ ち,為 替銀行が ロソ ドソでル ピー漬
権 を調達す るの では な く,直 接イ ン ドでル ピーを借 り入れ る.方途が創 出されれ
ぽ,銀 行 の危険,ひ いてはイ ン ド金融 市場 の脆 弱性は大幅 に改善 され る,と ケ
イ ンズは説 いたのであ る(同書,185ペー ジ)。実 際,送 金費.用に加 えて,ロ ン ド
ンの預 金者 に払 う高 金利(本 国の株式 銀行 に比 して資金調達 が有 利に なるため
に2～3%は 高 い刷 了を払 っていた)の 支弁,お よび19世紀 第4四 半 期か ら始
ま る銀 価の確実 な低 落 を償 うためには,い かに慎重 な木 店の指令 があ って も,
各地 の銀行 支店 のマネー ジャーが,高 利益 を求 めて信用 度の劣 る手形 を買い取
ろ うとす る誘惑 を拒否 で きなか った事実は否 めない。
通常 の為替業務が 内包 す る資金 の固定化 に加 えて,電 信為 替の発達 は,資 金
ゐ ロソ ドソへの固定 を余儀 な くさせた1ω。 ア.ジアで取 り組む ロン ドン宛送金電
信為替 の売 り出 しは,売 り出 した直後 に ・ソ ドソにスター リング貨 を用意 しそ
おか なけれ ばな らない ことを意味す るか らである。通常,三 一 ロッパー アジア
聞 の為替手形は,ア ジアの対 ヨー ロッパ輸 出については,ロ ソ ドソ宛 スター リ
ング手形 をアジアで取 り組 み,植 民地銀行 はアジアでル ピー払 い,ロ ン ドンで
9)「 この 時 期 の 為 替 業 碗 は 挿 め て危 険 の大 きい もの で あ った 。 あ る観 察 者 の報 告 に よれ ば,預 金
業 務 をは じめ とす る通 常 の 業 務 は 〈過 度 に な いが し ろ に され て いた 〉 とい う」(Mackeロzie,OP,
`∫ム,P.59)。
10)「 電 信 為 替 の 発 達 は,ア ジ ア の貿 易 の み な らず,ア ジ アの銀 行 業 務 を根 本 的 に変 之 で し ま った 」
(`TheIndianBanks',Statist,15April,1882;Gunasekera,⑫.・碗.,p.59,参照)。
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スター リング受け取 り,と いうバ ラ ンスにな り,逆 にアジア側 の輸 入について 、
は,ア ジアで取 り組む場合 には,銀 行が本店宛 の 自行手形 を売 り渡 して,ル ピ
ー受 け取 り,ス ター リング払い,と い うバ ラ ンスになる。 ロン ドン側 で も同様
の取 り組 みを行 なえば,電 信為替の発達 は各支店 の準備 を最小 にす る とい うこ
とが抽象理論的には言 えるが,し か し,現 実 には,銀 行側 に預金 を託 してい る
ロン ドン側の発言 力が強 く,為 替混乱 の兆 しが見 えて きてか らは,ロ ン ドン側
の輸 出につい ては,銀 行為替 による資金 の早期取 り立 てを,ロ ソ ドソ側 の輸 入
につ いては従来通 りの4～6か 月手形 を,ロ ン ドン商人た ちは銀行側 に要求 し
ていた11)。い きお い,銀 行 は本店 で大量 のスター リング資金 を固定 しなけれ ば
ならなか った し,ア ジア側 では銀価下落時 であるに もかか わ らず,深 刻 なル ピ
ー不足に苦 しめられ ざるをえなか ったのである。少 な くとも,以 前 のよ うな6
か 月乎形 の取 り引 きで あれば,千 形取 り組みか ら満期 までの問 に,か な り.の信
.用創造が 可能 であ った し(Gunasekera,砂.6'∫.,p.59),満期 までの 長期 の間 に
ロン ドンー イ ン ド間に資金 を移転 させて おけばす む問題 であった。 この場合,
資金 の一部が 固定 され るこ とが あって も,固 定 され る通貨 は,ル ピー,ス ター
リン グの いずれか に片寄 ることはなか ったのである。 しか し,電 信為替 の支配
以降 は,ス ター リングのみが ロ ソ ドソに 固定 され る「方 で,ア ジアの部面 では
常 に ルピー資金の不足 に悩む こ とに なった。加 えて,ア ジアの植民地銀行 の新
規開設が相継 ぎ,為 替取 り組み のマージ ン低下 の競争が激 しくなる と,も はや,
アジアの為替取 り組み は,銀 行 の利潤 の源泉 では な くなったのである(Gunase-
kera,ibid.,P.59)o・
ル ピー資金 の不足 を激化 させたい まひ とつ の要因は イソ ドー 中国 間貿易 の増
大が もた らす ルピー不足 であった。 中国 は対 イ ン ド収支 の大幅 な赤字 であった






り出すべ く,主 としてア メ リカ系商人 の持 ち込むス ター リング手形 と競争 して
いた。 このため,か な りの低 マー ジ ンで.自行宛手形 を売 らねばな らなか ったの
である12)。貿易 が輸 入方 向で あれ,輸 出方 向で あれ,季 節に左右 されず,年 間
を通 じて切 れ 目な く継続 しているイ ン ドの ような経 済に あっては,先 物為 替を
取 り組 むこ とが 可能 であ った。 この ことに よって,直 物 為替 手形 の売 買は,先
物為替 の買 い と売 りで為替 リス ク'をカバーする とい う成熟 した金融市場 に擬 し
た営業形態 も採 用 されていたのであ るが,中 国の ように,単 二(ア ヘ ン と木
綿)の 産品 を輸入 し,こ れ また単一(紅 茶)の 産品 を輸 出す る という貿易形態
では,正 確 に季 節的変動 に貿易量が照応 してしまうことによ り,先 物為替 の売
買はまず不可能 であ っ.た(Mackenzie,op.cit.,p.46,参照)。この種 の金融的風土
の もとで,中 国在住 の輸 入商 のた めのイ ン ド宛送金手段 であ る自行の カル カ ヅ
タ宛銀 行手 形 とい う,片 方向のみの手形を売 り出す行為は,ま す ますル ピー貨
の カル カッタにおけ る調 達必 要額 を増 大 させ,し か も長 期の国定化を余儀 なく
させた。 この頃にな ると,よ うや くイギ リ入以外の列強の海外銀 行が各国政府
の全面 的支 援の もとに,イ ギ リス系 の金融 的支 配を覆すべ く,ア ジアにおけ る
金融網 の拡充 に乗 り出 して くる。 したが って,将 来 の金 融上 の地 盤を強化する
た めに も,最 後 に残 され た金融上 のフ.ロンテ ィアである中国貿易 の金融か ら手
を引 くことはで きなか ったのである(Mackenzie,倣1.,p.59,参照)。
資金 の固定は為替手形 による ものだ けではない。 スターリ ング→ル ピー とい
う転 換 のメカニズムが銀価下落に抵抗 できなか った究極 の原因 であるにしても,
theOrientalBankCorporati㎝の突然 の支払 い停止 とい う事態 を 生 じさせ.
た引 き金 は,本 来,植 民地銀 行のCharter条項 に よって禁止 されていたはず
の,い わゆ るBloc}【Debtが復 活 した こ とに求め られ る。 かつ てtheBank.
12)「(中国に進 出 した)新 銀 行は,以 前 の東 イン ド会社 と同じ く,イ ン ド商人 が送金用 に売 り出
すFソ ドソ宛手形 に対 して カバー をとることが極めて 困難であ った。 それゆえ,中 国への商品
持ち 込み商人 に 対 して,自 行 のイン ド支店宛銀行 手形 を 売 り出さ ざるをえなか ったのであ る」
(Mackenzie,ψ.at.,p.57).しか し.「 この操作 は,ロ ン ドγ宛手形 よりも低利 でイン ド支
店側 がその手形 を引 き受けで きる能力にかか っていたのであ る」(ibid.)。
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ofCeylonが 倒 産 した の は,40年 代 を 通 じ て,コ ー ヒ ー ・プ ラ ン テ ー シ ョ ン
.を担 保 に 莫 大 な 融 資 を 行 な っ て い た の が,コ ー ヒ ー 価 格 の 暴 落 に 見 舞 わ れ て,
債 権 が 完 全 に 焦 げ 付 い た か ら で あ っ た 。 そ の 後 継 者 のtheOrientalBank
Corporation、は,既 述 の ご と く1870年代 ま で は 極 め て 慎 重 な 営 業 方 針 を 遵 守 し
て い た し,`環境 的 に も1873年以 前 の40年 間 は,銀1オ ソ ス ー5s.で 上 下2.5d.
の 変 動 幅 とい う(も ち ろ ん 金 鉱 発 見 直 後 の 銀 価 高 騰 は あ っ た と し て も),か な
り安 定 的 な 銀 貨 の 為 替 相 場 が 支 配 し て い た 。 と こ ろ が,そ の 後,1893年 ま で の
間 に1オ ンス=3s.に ま で 急 落 して し ま った の で あ る(Mackenzie,・ρ.σ髭.,P.43)。
少 な く と も,イ ギ リス 国 内 で は 高 い 利 率,高 い 配 当 率 を 支 弁 し な け れ ば な ら な
い 植 民 地 銀 行 は,高 コ ス トの 借 入 金 に 対 し て 高 利 潤 の あ が る投 資 物 件 を 探 さ ざ
る を え な か っ た 。 い き お い,「 土 地,そ の 他 の 不 動 産 担 保 融 資 か な い し は 生 育
中 の 作 物 担 保 の 融 資 」 を厳 し く禁 じ て い た 初 期 の 営 業 方 針 も,1878年以 降 「当
座 貸 越 し の 形 で 小 農 園 に 対 す る金 融 」 が 認 め ら れ る こ とに よ っ て 大 枠 が は ず さ
れ,2,3年 後 に は,2シ ー ズ ン に 亘 る融 資 規 制 の 歯 止 め も取 り除 か れ て,次 第
に プ ラ ン タ ー へ の 貸 し込 み の 泥 沼 に の め り 込 ん で い っ た の一Cあ る(Mackenzie,
ψ幻 ・,P.47)。ま さ に 「(theBankofCeylonの)後 継 者 に も,(theBankof
Ceylonと)同 じ物 語 が 展 開 さ れ る こ と に な っ た の で あ る」(吻4p.89)。
す な わ ち,1869年7月 一8月 に か け て,こ れ ま で は 未 知 の 黄 葉 病(Hemileia
vastatrix)がセ イ ロ ン の コ ー ヒ ー ・プ ラ ソ テ ∴ シ ョ ソ を 襲 い,プ ラ ン テ ー シ
.ヨ ソは 壊 滅 的 な打 撃 を 受 け た(J.Ferguson,ReviewofthePlantingandAgritul.
turalIndustriesofCeylon,1888,p.14,参照)。 こ の 時 に は,耕 地 の 拡 大 と1877
年 に か け て 約2倍 に 達 す る ほ ど の コ ー ヒー 単 価 の 上 昇 で 難 を 逸 れ た が(R.W.
J・nki・・,CeyZ・nintheFiftiesandtheEighties,.1886・PP・55～6・参 照)・ つ い に ・
1878年末 よ り深 刻 な 不 況 に 見 舞 わ れ る こ と に な ったg黄 葉 病 は着 実 に セ イ ロ ン
全 土 を覆 い,コ ー ヒ ー 生 産 高 も,1880-1年 に は40年 も前 の 量 の4分 の1に 下.
落 し た の で あ る(Fergusol1;oμc'%P・16,および,Jenkins,O・碗 ・ P・37,参照)。
コ ー ヒ ー の 単 価 も1878年の1cwt.あ た り107s・ か ら1882年に は81S.に 下 落
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し,コ ー ヒーの輸出価額は 同 じ時期 に.3,400万Rs.から1,400万Rs.に急 落
して しま った。 セイ ロンの輸 出商品の9割 弱 が コー ヒーで占め られていた こ≧
か らこの打撃 は大 きく.農 園を手離 してセイ 戸ンを去 るプラ著ターが相.継ぐこ
とに な った(Guna・ekeτa,砂.`ガ'.,p.66,参照)。農 園 を担保 に プランターた ちに
融資 して いたtheOrientalBankCorporationのもとには,競 売 して も買 い・
手 を見出す ことので きぬ担保一死 んで しまった農 園一 のみが集積 してい った の
である。 これは 面積 に して2万 干㌘カー に も.達して いた とい う(theBankers'
Magazine,Vol.XLIV,May1884,参照)6しか も,セ イF.ン最大㊧ コーヒー会 社,
theCeylonCompanyLtd.,に実 に50万1.も の現金 信用 貸 し出 しを行 なって
お り(Gunasekera,0`産.p.65),もはや 回収 不可 能であ った。 加 えて,複 本 位
制が イ ン ドで も採用 され るであ ろうとの見込 みの も とに,大 量 のイ ン ドのル ピ
ー紙 幣買 いの投機 に本 国理 事会 は 走 って しまった(theBankers'Magazine,取
XLIV;June1884,p.233,参照)。失地 を 回復すべ く最 後の賭 け を行 なった ので
あろ.う。 が,こ の思惑 ははずれ,1884年5月3日,theOrientalBankCorpo-
rationは支払 いを停止 した。1851年か ら1884年の33年間にお よぶ 植民地銀行
にのみ依存 しておれば よい とい う体 制は ここに幕 を閉 じた のである。 これ を契
機 として,植 民地 通貨制度 として典型的 なシステム と称せ られ るカ レンシイ ・
ボー ド・システムの樹立が,い よいよセ.イμソを実験場 としてその後模索 され
るこ とになる。 これは クラウ ン ・ボー ドとイ ン ド省手形売買 の操作 とを有機 的
に結合 させ よ うとす る ものであ ろた。 そ もそ も,19世紀 中葉 のアジアの広 大な
地域 にわた る通貨 の混乱 は ローカルな権 力 と小さな財政基盤 しか有 しない地 方
政府 の手 におえる ものではなか ったか らこそ,よ り大 きな経 済支 配力 を盛っ植
民地銀行 の活動 に通貨混乱 の終息 の 目的 を委ね たのであ った。 この経緯 か らみ
るか ぎ り,再 度幣制 の基盤 をか っての政府紙幣 の システムにそのまま逆 戻 りさ
せ る ことは,当 然許 され るべ きことではなか った。植 民地 銀行の経 済支配力 よ
りも大 きな拡が りにおけ る力を もつべ くイギ リス政 府は新たに世界市場全体 を
射程 に入れた ドラステ ィッ.クな通貨 ・金融政策 を展開 しなければ なら惹か った
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のである。わ れわ れの理路 か ら明 らかな ごと く,そ れは,ア ジアにおけ る銀調
達の責任機 関 を確 定す るこ.とで あった し,で きるか ぎ りス ター リング手形 を準
備 とした紙幣 発行 制度 を整 備す る.営為の ことに他 ならなか った。 しか し,こ の
ような営為 も下落 す る銀を アジアで使用 させねば なち なか った本国側の もう1
っの意図 との絶 えぬ衝 突 とい う宿命か ら逸れ えなか ワたの である。
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